










































































て真（true ＝ 1）、偽（false ＝ 0）のいずれであ
るかが求められることから、上記の 2項命題に

















＝（T ＊ c P）、D「してはならない」＝「不許
為」＝（T ＊ d P）とする。
3． 命題A、B、C、D間の論理学的関係の算定
3－1　定義
まず、命題A、 B、 C、 D相互の間の論理学的関
係を求めるため、それらの複合命題をXとして、
X=X ［X1, X2, X3, X4］で表わす。要素式である
Xj（j ＝ 1 ～ 4）は、X1 ＝ A、X2 ＝ B、X3 ＝
C、 X4 ＝ Dとする。







の真理値が 1のときはXj、0 のときは¬Xj とし
て表す。すなわち、Xj の真理値を fij とおき、そ
れに対応する f’ ij なる関数を用いて表す。
f’ ij（Xj）＝ Xj　　　fij ＝ 1 のとき、
f’ ij（Xj）＝¬Xj　　fij ＝ 0 のとき、とし、
X ［X1, X2, X3, X4］の値を F＝ F ［X1, X2, X3, 
X4］とおいて、F i ＝ F i ［fi1, fi2, fi3, fi4］とす
る（i ＝ 1 ～ 16）。
また、m個の連言、n個の選言を各々 m  n
　　　　　　　　　　　　　　　　　∧  ∨
で表すと、X=X ［X1, X2, X3, X4］ 
   16   4
＝∨（∧ f’ ij（Xj）∧ F i ［fi1, fi2, fi3, fi4］ ）（＊）





F i ＝ F i ［fi1, fi2, fi3, fi4］　は 1または 0であ
るが、0のときは、0∧ X＝ 0、0∨ X＝ Xなど
を使ってその行を表す部分を消去できる。そこ
で、次節（3－3）において、Xの要素式X1＝ A, 
X2＝ B, X3＝ C, X4＝Dの関係から、fi1, fi2, fi3, 
fi4 の複合する関係が0となるものを探し求め、F 






















ので、A∧ C＝ A∧¬A＝ 0、¬A∧¬ C＝












そこで、X ［X1, X2, X3, X4］の真理値である
F i ［fi1, fi2, fi3, fi4］を求めると、
A（X1）∧ C（X3）＝ 0　から
fi1（＝ 1）∧　fi3（＝ 1）＝ 0　となるものは、
真理値表（表 1．）の右欄から、i=11，12，15，16
の場合であり、F i ＝ 0 となる。従って、展開さ
れた論理式（＊）の第 11，12，15，16 行が消去
される。
¬A（¬X1）∧ ¬ C（¬X3）＝ 0　からは
fi1（＝ 0）∧　fi3（＝ 0）＝ 0　となるものは、
表 1．X［X1，X2，X3，X4］の真理値表
      X1, X2, X3, X4 F   ［X1, X2, X3, X4］
i=1:  0　 0　 0　 0 F1［ 0　 0　 0　 0］
i=2:  0　 0　 0　 1 F2［ 0　 0　 0　 1］
i=3:  0　 0　 1　 0 F3［ 0　 0　 1　 0］
i=4:  0　 0　 1　 1 F4［ 0　 0　 1　 1］
i=5:  0　 1　 0　 0 F5［ 0　 1　 0　 0］
i=6:  0　 1　 0　 1 F6［ 0　 1　 0　 1］
i=7:  0　 1　 1　 0 F7［ 0　 1　 1　 0］
i=8:  0　 1　 1　 1 F8［ 0　 1　 1　 1］
i=9:  1　 0　 0　 0 F9［ 1　 0　 0　 0］
i=10: 1　 0　 0　 1 F10［1　 0　 0　 1］
i=11: 1　 0　 1　 0 F11［1　 0　 1　 0］
i=12: 1　 0　 1　 1 F12［1　 0　 1　 1］
i=13: 1　 1　 0　 0 F13［1　 1　 0　 0］
i=14: 1　 1　 0　 1 F14［1　 1　 0　 1］
i=15: 1　 1　 1　 0 F15［1　 1　 1　 0］
i=16: 1　 1　 1　 1 F16［1　 1　 1　 1］
左右の欄ではともに、i 行 j 列の数値を Xj の真理値 fij
（Xj）とする（i =1 ～ 16,  j =1 ～ 4 ）
－ 16 －
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は、B∧ D＝ 0、¬ B∧¬ D＝ 0　の矛盾の関
係がある。
従って、fi2（＝ 1）∧　fi4（＝ 1）＝ 0　とな
るのは、真理値表から、i=6，8，14，16 の場合









が共に 1で、fi3（＝ 1）∧　fi4（＝ 1）＝ 0　と




















¬ Dであるので、¬A∧¬ B＝ 0 となり、A、
B各々の否定命題の連言は成立しない。
3－3－5　論理計算結果：消去されず残った行
上記までの範囲の論理計算で、F i ＝ 0 が得ら
れたのは、i ＝ 1，2，3，4，5，6，8，9，11，12，
14，15，16 の各行の場合であり、i ＝ 7，10，13
行の場合には積極的にF i＝1と算定した訳では
ない。ここでは、まず、F i ＝ 1 として論理計算
を進め、その後に背理法により補足的に証明す
ることとするので、F7 ＝ F10 ＝ F13 ＝ 1 を論
理式（＊）に代入して計算を継続する。
X＝X ［X1, X2, X3, X4］
＝（¬X1∧ X2 ∧ X3 ∧¬X4）∨（X1∧¬X2
∧¬X3∧ X4）∨（X1∧ X2 ∧¬X3∧¬X4）





X＝（X2∧ X3）∨（X1∧ X4）∨（X1∧ X2）
＝（B∧ C）∨（A∧D）∨（A∧B）となる。
補足証明：本研究では、命題A、 B、 C、 Dの存
在を定義的に前提としている。従って、A、 B、 
C、 D はいずれも定義的に 0ではない。しかし、
F7、F10、F13 のいずれかが 0となる場合には、





＝ F10 ＝ F13 ＝ 1 でなければならない。以上、
証明終了。
3－3－6　命題 A、B、C、D間の相互関係























4． 命題 A、B、C、Dを要素式 T、Pで表記
4－1　定義
行為規範の命題A、 B、 C、 D を行為T：して
（為）と許容 P：よい（許）とを要素とする結合
関係とする。Tと Pの関係を未確定の結合子＊
（＊ a，＊ b，＊ c，＊ d）を用いて、（T ＊ P）で
表し、A：してよい（許為）＝（T ＊ a P）、B：
しなくてよい（許不為）＝（T ＊ b P）、C：し
なくてはならない（不許不為）＝（T ＊ c P）、













関数をG ＝ G（T，P）とする。これは、Tと P
の 2変数からなるので、Gは、2n ＝ 24 ＝ 16 通り
（ただし n=22=4）の取り方を生じ、G i（T，P）
（i=1 ～ 16）とする。
真理関数G i（T，P）の各々は、22 ＝ 4 通りの









（T，P）, g i 3（T，P）, g i 4（T，P）とおき、T，
P の真理値（1または 0）に対応して、真理関数
G i の真理値を G i ［g i1（1，1）, g i2（1，0）, g i 
3（0，1）, g i 4（0，0）］とおきG i ［g i 1, g i 2, g 
i 3, g i 4］と略記する。






題A、 B、 C、 Dに適正な論理式を求める。
4－2　命題 A、B、A∧ Bの結合子（論理式）
A（X1）＝（T ＊ a P）、ただし、Aは、して
よい（許為）であるので、結合子 “ ＊ a” として
は、真理関数G i（T，P）（i=1 ～ 16 ）のうち、
g i1（1，1）＝ 0の真理値を示すG i（T，P）は
成立し得ない。従って、i=1 ～ 8 の真理関数を除
去して、g i 1（1，1）＝ 1を示す i=9 ～ 16 の真
理関数を候補に残す。
次に、B（X2）＝（T ＊ b P）、ただし、Bは、
しなくてよい（許不為）であるので、結合子 “＊
b” としては、真理関数G i（T，P）（i =1 ～ 16 ）
のうち、g i 3（0，1）＝ 0 の真理値を示す i ＝
1,2,5,6,9,10,13,14 の論理式（結合子）は成立し得
ず、その候補から除去し、g i 3（0，1）＝ 1を示
す i＝ 3,4,7,8,11,12,15,16のものを候補として残す
ことになる。
複合命題（A∧ B）が成立するには、g i 1（1，
1）＝ 1 と g i 3（0，1）＝ 1 とが同時に成立する
必要があり、従って、表 2．より G 11（T，P）、
G 12（T，P）、G15（T，P）、G 16（T，P）の 4
つの場合であることが判る。これは、上記にお




G 11（T，P）＝ P、G 12（T，P）＝¬T∨ P＝





恒真命題ではあり得ず、従って i ＝ 16 での I を
除く必要があり、i ＝ 11,12,15 での P、T⇒ P、¬
T⇒ Pの 3つの場合のいずれかとなる。
表 2．真理関数G（T，P）の真理値表
G i ［g i1, g i2, g i3, g i4］
T： 1 1 0 0
P ： 1 0 1 0
真理関数
G i（T，P）
i =1： 0 0 0 0 0　恒偽
i =2： 0 0 0 1 ¬ T∧¬ P
パースの関数T↓ P
i =3： 0 0 1 0 ¬ T∧ P
i =4： 0 0 1 1 ¬ T
i =5： 0 1 0 0 T ∧¬ P
i =6： 0 1 0 1 ¬ P
i =7： 0 1 1 0 （T∧¬ P）∨（¬T∧ P）
排他的選言、シェー
ファの関数T｜ P
i =8： 0 1 1 1 ¬ T∨¬ P，T⇒¬ P
i =9： 1 0 0 0 T ∧ P
i =10： 1 0 0 1 T ≡ P，T⇔ P：T＝ P
（T∧ P）∨（¬T∧¬ P）
i =11： 1 0 1 0 P
i =12： 1 0 1 1 ¬ T∨ P，T⇒ P
i =13： 1 1 0 0 T
i =14： 1 1 0 1 T ∨¬ P，¬T⇒¬ P
i =15： 1 1 1 0 T ∨ P，¬T⇒ P
i =16： 1 1 1 1 I　恒真
左欄の i 行 j 列の数値を真理値 g i j（T，P）とし（i =1




4－3　命題 A∧ D、B∧ Cの結合子（論理式）
X＝ X ［X1, X2, X3, X4］＝ X ［A, B, C, D］＝
（A∧ B）∨（A∧D）∨（B∧ C）であり、複
合命題（A∧D）が成立するには、g i1（1，1）
＝ 1 と g i4（0，0）＝ 1 とが同時に成立する必
要があり、従って、表 2．より G 10（T，P）＝
（T＝ P）、G 12（T，P）＝¬T∨ P＝ T⇒ P、
G14（T，P）＝ T ∨¬ P ＝¬ T ⇒¬ P、G 16
（T，P）＝ I の 4 つの場合であることが判る。上
記と同様の理由で、i ＝ 16 での I を除き、i ＝
10,12,14 での T＝ P 、T⇒ P、¬T⇒¬ P の 3
つの場合のいずれかとなる。
（B∧ C）が成立するには、g i 3（0，1）＝ 1　
と　g i2（1，0）＝ 1 とが同時に成立する必要が
あり、従って、表 2．から、G 7（T，P）＝（T
∧¬ P）∨（¬T∧ P）、G 8（T，P）＝¬T∨
¬ P ＝ T ⇒¬ P、G15（T，P）＝ T ∨ P ＝¬
T⇒ P 、G 16（T，P）＝ I の 4 つの場合であり、
同様に後者を除くと、（T∧¬ P）∨（¬ T∧












（A∧ B）＝ G 11（T，P）＝ P
（A∧D）＝ G 10（T，P）＝（T∧ P）∨（¬
T∧¬ P）
（B∧ C）＝ G 7（T，P）＝（T∧¬ P）∨（¬
T∧ P）、従って、
A＝（A∧ B）∨（A∧ D）＝ P ∨（T∧ P）
∨（¬T∧¬ P）＝¬T∨ P ＝ T ⇒ P ＝ G 12
（T，P）
B＝（A∧ B）∨（B∧ C）＝ P ∨（T∧¬ P）
∨（¬T∧ P）＝T∨ P＝¬T⇒ P ＝ G 15（T，
P）
C＝ ¬ A　＝ ¬（¬T∨ P）＝　T∧¬ P　＝
G 5（T，P）
D＝ ¬ B　＝ ¬（T∨ P）＝ ¬ T∧¬ P ＝ G 
2（T，P）＝ T↓ P、パースの関数
同様に、他の組み合わせについては、即ち、（A
∧ B）、（A∧D）、（B∧ C）を G 11（T，P）、G 
10（T，P）、G 8（T，P）とする場合、G 11（T，
P）、G 10（T，P）、G 15（T，P）の場合、G 11





G 11（T，P）、G 12（T，P）、G 8（T，P）の場






X＝ X ［X1, X2, X3, X4］ ＝ X ［A, B, C, D］
＝（X2∧ X3）∨（X1∧ X4）∨（X1∧ X2）
＝（B∧ C）∨（A∧D）∨（A∧ B）
A（X1）＝（T ＊ a P）＝　¬T∨ P ＝ T ⇒ P 
＝ G 12（T，P）：してよい、許為
B（X2）＝（T ＊ b P）＝　T∨ P ＝ ¬ T⇒ P 
＝ G 15（T，P）：しなくてよい、許不為
C（X3）＝（T ＊ c P）＝ ¬ A　＝ ¬（¬T
－ 20 －
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∨ P）＝　T∧¬ P　＝ G 5（T，P）：してはな
らない、不許為
D（X4）＝¬ B　＝ ¬（T∨ P）＝ ¬ T∧¬




＊ a ＝ “ ⇒ ”、＊ b ＝ “ ∨ ”、＊ c ＝ “ ∧¬ ”、
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